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要旨 
本研究は，理科を教えることができる小学校教員養成のための学部教育カリキュラムを構築するための研究である。その
ために，まず現在実施されている理科のカリキュラムの内容を明らかにした。次に，理科を教えることができる小学校教員
となるための到達目標や確認指標を検討した。次に，到達目標や確認指標から現在実施されている理科カリキュラムを検証
し，改善の方向性を明らかにした。研究の結果，現在実施されているカリキュラムに大幅な修正を加える必要はないが，そ
れぞれの到達目標が本当に達成されたかどうかを確認するために具体的な手立ては今後検討していく必要があることがわ
かった。 
 
１．問題の所在 
 2012 年 8 月 28 日に中央教育審議会が教職生活の全体を
通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）1
を発表した。同答申で教員養成カリキュラムの改善の必要
性が指摘された。科学技術振興機構 理科教育支援センタ
ーの調査 2では，小学校教員養成課程で学ぶ学生の 60％以
上の学生が理科の指導について苦手意識を持っていること
が明らかになった。このような現状に対して，産業界から
は教員養成カリキュラムを見直すことが求められている 3。
小学校教員養成課程において，理科を教えることができる
小学校教員を養成するためのカリキュラムを検討すること
は喫緊の課題である。 
 小学校教員養成課程において理科を教えることのできる
教員を養成するための研究は，今まで様々な研究が行われ
てきた。伊佐 4 は小学校理科を自信をもって教えられる教
員養成するシステムを構築するために模擬授業を取り入れ
た授業を実践し，効果的な模擬授業のやり方について検討
した。川村ほか 5 は大学の小学校教員養成において理科の
実験を悉皆化し，実践した。その結果，多くの学生の理科
実験に対する苦手意識が改善されたと報告している。野崎 6
は模擬授業を導入した理科指導法の授業を実践し効果を評
価した。その結果，学生の授業に対する満足度は高く，授
業への参加意欲は高まったが，知識の定着が不十分である
ことを明らかにした。田中 7 はカリキュラム全体の構成・
改善が重要であることを指摘した。 
 これらの研究を通して示唆されることは個々の授業の改
善ももちろん必要だが，それだけではなく，カリキュラム
全体を検討し改善していく必要性があるということである。 
 特に女子大学の小学校教員養成課程でどのように小学校
教員を養成するかは重要であると筆者らは考えている。な
ぜなら，文部科学省が行った平成 24 年度学校基本調査８に
よると，小学校教員のうち 62.7％が女性だからである。本
研究では，A 女子大学の理科カリキュラムに着目し事例と
して取りあげ検討することにした。A 女子大学の小学校教
員養成課程学生の理科学習履歴を金子９が調査し，小・中・
高等学校で経験するべき観察，実験を実際には経験してい
ないという女子大生特有の実態を明らかにしてあるので，
より学生の実態に即してカリキュラムを検討することがで
きると考えたからである。 
 
２．本研究の目的 
 本研究の目的は，A 女子大学の小学校教員養成課程の理
科カリキュラムが理科を教えることができる小学校教員を
養成するカリキュラムになっているかどうかを検討するこ
とである。 
 
３．研究の方法 
 研究の目的を達成するために以下の 3 点について検討し
た。 
 第一に，A 女子大学において行われている理科のカリキ
ュラムを明らかにする。第二に理科を教えることのできる
小学校教員を養成するために理科の到達目標を検討する。
第三に現在 A 女子大学において実施されている理科カリキ
ュラムを第二で検討された到達目標から再検討し，理科カ
リキュラムを改善する。 
 
* 武庫川女子大学（Mukogawa Women’s University） 
** 武庫川女子大学（Mukogawa Women’s University） 
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 ４．結果 
(1) A 女子大学で行われている理科カリキュラム 
 まず，A 女子大学で行われている理科の学習カリキュラ
ムをシラバスから明らかにした。 
 理科に関する履修科目は 2 年前期に教科理科Ⅰ 1 単位，
2 年後期に教科理科Ⅱ 1 単位，3 年前期に理科指導法 2
単位，3 年後期に理科演習 1 単位である。教科理科Ⅰと教
科理科Ⅱ，理科演習は選択科目であり，理科指導法は小学
校教員免許を取得するためには必修科目である。それぞれ
のシラバスから到達目標と授業内容を明らかにした（表1，
表 2，表 3，表 4）。 
 
表１ 教科理科Ⅱの到達目標と授業内容 
（２年前期 1 単位） 
 
 
表２ 教科理科Ⅱの到達目標と授業内容 
（２年後期 １単位） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ 理科指導法の到達目標と授業内容 
（３年前期 ２単位） 
 
表４ 理科演習の到達目標と授業内容 
（３年後期 １単位） 
 
 
(2) 小学校教員養成における理科の到達目標 
 次に小学校教員養成における理科の到達目標を検討した。
そのために，中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度
の在り方について（答申）」10 に示された到達目標，兵庫教
育大学の提案する到達目標 11，東京学芸大学の提案する社
会科における到達目標 12を調査した。それらを参考にして
A 女子大学の理科の到達目標を作成した。これらの 3 つを
抽出した理由は次のとおりである。まず，中央教育審議会
の示した到達目標は，今後の教員養成の基盤となるもので
あるからである。次に兵庫教育大学の示した到達目標は,大
学全体として取り組み，到達目標を科学的な手法で構造化
したものであり，中央教育審議会の示したものより具体的
になっているからである。最後に東京学芸大学の示した到
達目標は，社会科という特定の教科における到達目標であ
るが，社会科も理科も教科特有の知識を必要としているこ
とや，学び続ける教師となるための到達目標を具体的に示
していることから，本研究においても参考になるものと考
えたからである。 
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 ① 中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方に
ついて（答申）」に示された到達目標 
 中央教育審議会は 2006 年に「今後の教員養成・免許制度
の在り方について（答申）」を出した。その答申は大学の教
職課程や教員免許制度の課題を指摘し，今後の在り方につ
いて示したものである。同答申は，教職課程において教職
実践演習の新設・必修化，教育実習の改善・充実，教職指
導の充実などが提言されている。この教職実践演習で含め
ることが必要な事項は４つ示された。1 つ目が使命感や責
任感，教育的愛情等に関する事項，2 つ目が社会性や対人
関係能力に関する事項，3 つ目は幼児児童理解や学級経営
等に関する事項，4 つ目が教科・保育内容等の指導力に関
する事項である。この中で教科指導力に最も関連の深い教
科・保育内容等の指導力に関する事項を抜粋し，表 5 に示
す。 
表５ 中教審の示した教科指導における到達目標と確認指標 
 
 
 これらの到達目標と確認指標は教職実践演習の実施のた
めに提案されたものである。しかし，この内容を大学 4 年
生で履修する教職実践演習において履修するのでは，間に
合わない。したがって，大学 1 年から 3 年までの各教科の
学習や教科指導法の学習の中で指導され，教職実践演習の
授業の中で最終的に確認されるものと考えるべきである。
また，この到達目標や確認指標例は各教科にまたがり実現
されるものであり，各教科ではそれぞれの下位項目を示す
必要がある。 
 
② 兵庫教育大学の提案する到達目標 
 兵庫教育大学では，文部科学省のＧＰに採択され，2010
年から 2012年の 3年間にわたり教員養成スタンダードの開
発を行った。教員養成スタンダードは 5 つの領域から構成
されている。1 つ目は学び続ける教師，2 つ目は教師として
の基本素養，3 つ目は子ども理解に基づく学級経営・生徒
指導，4 つ目は教科等の指導，5 つ目は連携・協働である。
それぞれはさらに細分化された下位項目で構成されていて，
全部で 50 の下位項目がある。その中で教科等の指導に関す
る項目を表 6 に示す。 
 これは，中央教育審議会の答申を，より具体化したもの
である。この表は学生自身が自分の学びを振り返り自己評
価するために作成されたものであが，小項目は到達目標，
自己評価のための具体例は確認指標と見なすこともできる。 
 
③ 東京学芸大学の提案する社会科における到達目標 
 2007年に行われた日本教育大学協会シンポジウムにおい
て，東京学芸大学は社会モデル・コア・カリキュラムとし
て社会科の中学校教員養成のための到達目標を提案した。
その到達目標と項目例の一部を表 7 に，全体を資料 1 に示
す。 
 
表６ 兵庫教育大学の提案する教科指導力と確認指標 
大項目 中項目 小項目 自己評価のための具体例
教科等の指導 33 学習内容の系統性や各学年間のつなが
り等を含め，学習指導要領の主な内容を
理解している。
・各教科等における各学年の目標と
内容を知っている。
・道徳について（省略）
・特別活動について（省略）
34 教科等の内容に関する専門的知識を有
し，実際の指導に活かすことができる。
・全ての教科等の内容について学
習指導要領に沿って指導するに十
分な知識を持っている。
・得意な教科等を持ち，特定の分野
についての深い知識を持っている。
・専門的な知識を活かして学習指導
案を作成することができる　など
35 教材の内容について分析・解釈し，適切
な教材の準備を行うことができる
・学習指導要領において求められる
学習内容とのつながりを意識し，教
科書の内容を捉えることができる。
・各授業の目標を踏まえ，それに適
した教材を選択することができる　な
ど
36 子どもの実態や地域の特色に合わせて教
材・教具に工夫を加えたり，新たに教材・
教具を開発したりすることができる　など
・地域の特色を生かした教材開発の
具体例を挙げることができる
・子どもの実態に合わせて既存の教
材・教具を自分なりにアレンジするこ
とができる　など
37 主な学習指導方法の長所と短所を理解し
たうえで，学習の場面に応じて適切な指
導方法を選択することができる
・一斉指導・グループ別指導・個別
指導の長所と短所について知ってい
る。
・グループ別指導を活かすことがで
きる授業場面を挙げることができる
など
38 各教科の内容に即した指導方法について
理解し，活用することができる
・体験活動を取り入れた授業の具体
例を挙げることができる
・実技の習得を目指した授業におけ
る指導上の留意点を知っている。
・観察実験を用いた授業における指
導上の留意点を知っている。
39 板書，発問，指示の仕方など授業で行うう
えでの基本的な指導技術を身につけてい
る。
・正しい書き順で丁寧に板書をする
ことができる
・子どもの主体的な学習を促すため
に発問を工夫することができる　など
40 学習内容の習熟の程度などを踏まえて，
個に応じた指導を試みることができる
・子ども一人ひとりの得意分野を見
つけ，それを伸ばすような指導をす
ることができる
・机間指導を通じて子どもの習熟度
に合わせた個別指導を行うことがで
きる　など
41 子どもの多様な思考を生かしながら，子ど
もの協同的な学習を促すことができる
・子どもの多様な反応を想定して，
協同的な学習を促す学習指導案を
作成することができる
・授業において話し合い活動を効果
的に取り入れることができる
42 授業中に子どもの学習状況や発言に配慮
し，柔軟な授業展開を試みることができる
・子どもの疑問やつまづきを活かして
授業を展開することができる
・授業において子どもの予期せぬ反
応を大切にし，臨機応変に活かすこ
とができる　など
43 各教科の年間指導計画の内容を理解し，
自己の単元計画や本事案に反映させるこ
とができる
・前後の学年で扱う内容とのつなが
りを意識するとともに，各教科の年
間指導計画の内容を把握している
・年間指導計画を確認した上で，単
元計画・本時案を立てることができ
る　など
44 単元計画と子どもの実態を踏まえ，学習
指導案を作成することができる
・学習指導案を作成する際に子ども
の習熟の程度を把握している
・単元の目標や計画を明確にしたう
えで，学習指導案を作成することが
できる
授業研究 45 授業研究の重要性を理解するとともに，積
極的に取り組むことができる
・日常的に自らの授業を振り返るとと
もに，子どもの反応にも耳を傾け，さ
らなる改善につなげることができる
・授業後の反省・検討会において意
見を出したり，他者の意見を受け入
れたりして，授業改善に活かすこと
ができる　　など
学習評価 46 子どもの学習に対する主な評価の方法を
理解し，学習指導に活かすことができる
・目標準拠評価と集団準拠評価の
違いについて知っている
・形成的評価など，指導と評価の一
体化のために方法について知って
いる　など
内容理解
授業方法・指導技術
授業計画
 
 
 
 
 
－ 32 － － 33 －
 
４．結果 
(1) A女子大学で行われている理科カリキュラム 
 まず，A 女子大学で行われている理科の学習カリキュラ
ムをシラバスから明らかにした。 
 理科に関する履修科目は 2年前期に教科理科Ⅰ 1単位，
2 年後期に教科理科Ⅱ 1 単位，3 年前期に理科指導法 2
単位，3年後期に理科演習 1単位である。教科理科Ⅰと教
科理科Ⅱ，理科演習は選択科目であり，理科指導法は小学
校教員免許を取得するためには必修科目である。それぞれ
のシラバスから到達目標と授業内容を明らかにした（表1，
表 2，表 3，表 4）。 
 
表１ 教科理科Ⅱの到達目標と授業内容 
（２年前期 1単位） 
 
 
表２ 教科理科Ⅱの到達目標と授業内容 
（２年後期 １単位） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表３ 理科指導法の到達目標と授業内容 
（３年前期 ２単位） 
 
表４ 理科演習の到達目標と授業内容 
（３年後期 １単位） 
 
 
(2) 小学校教員養成における理科の到達目標 
 次に小学校教員養成における理科の到達目標を検討した。
そのために，中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度
の在り方について（答申）」10 に示された到達目標，兵庫教
育大学の提案する到達目標 11，東京学芸大学の提案する社
会科における到達目標 12を調査した。それらを参考にして
A 女子大学の理科の到達目標を作成した。これらの 3 つを
抽出した理由は次のとおりである。まず，中央教育審議会
の示した到達目標は，今後の教員養成の基盤となるもので
あるからである。次に兵庫教育大学の示した到達目標は,大
学全体として取り組み，到達目標を科学的な手法で構造化
したものであり，中央教育審議会の示したものより具体的
になっているからである。最後に東京学芸大学の示した到
達目標は，社会科という特定の教科における到達目標であ
るが，社会科も理科も教科特有の知識を必要としているこ
とや，学び続ける教師となるための到達目標を具体的に示
していることから，本研究においても参考になるものと考
えたからである。 
 
 表７ 東京学芸大の提案する社会科の到達目標， 
確認指標と項目例（一部） 
 
 表 7 と資料 1 から，この提案では社会科の特有な内容を
項目例として加え，より具体化されていることが特徴であ
るといえる。また，この提案は教師としての知識や技能だ
けではなく，社会科に対する「興味・関心」などの態度も
含んでいることが他の提案と大きな違いである。但し，こ
の提案は中学校の社会科教員を養成するためのモデルカリ
キュラムであることに留意しなければならない。 
 
(3) A 女子大学の理科カリキュラムの到達目標の検討 
 本研究では，東京学芸大学の提案した表を参考にして到
達目標，確認指標，項目例の作成を試みた。作成するにあ
たっては，まず到達目標については東京学芸大の提案した
ものを踏襲した。つまり，中央教育審議会の提案したもの
に加えて学び続ける教師として必要な教科への「興味・関
心」などの態度も含めた。しかし，東京学芸大の提案した
ものは，到達目標や確認指標の文言に教科レベルのものと，
全教科にまたがるものとが混在している。そこで，今回開
発したものは，到達目標と確認指標においては全教科にま
たがるレベルで記述し，項目例で理科の特色をだすように
した。今回開発した理科の到達目標，確認指標例，項目例
の一部を表 8 に，全体を資料 2 に示す。 
 さらに，本学における理科カリキュラムを検討するため
に，項目例の右にその項目が取り扱われている授業科目名
を記入した。 
 表 8 と資料Ⅱから，到達目標の全てが教科理科Ⅰ，教科
理科Ⅱ，理科指導法，理科演習でカバーされていることが
わかる。また，複数の授業でカバーしているものもあり，
スパイラル状にカリキュラムが発展していることもわか
る。 
表８ A 女子大学の理科の到達目標，確認指標と項目例 
                                            （一部） 
到達目標 確認指標例 理科の項目例 主な授業との関連
・系統学習と問題解決型学習に
ついて説明できる。
理科指導法
・小学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科指導法，
・日常生活でおきる自然の事
物・現象と小学校理科で学ぶ内
容との関係を理解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，理科授業の指導案を
作成できる。
理科指導法
・実験・観察を行ったり，図書館
やインターネットを利用したりし
て様々な情報を集めることがで
きる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・様々な自然の事物・現象に興
味・関心をもつことができる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・自ら自然の事物・現象に対す
る興味・関心を高め，追究する
ために課題を設定することがで
きる。
理科演習
・自然の事物・現象について調
査・研究を進めるための方法や
技能を身につける。
理科演習
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
理科演習
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
理科演習
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教材となりうる事象に
対して興味・関心をも
ち，主体的に調査・研
究を進めることができ
る。
教材になしうる事象に対して興
味・関心をもとうとし，自ら主体
的に深め，追求しようとする態
度が見られるか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
 
 
５．考察 
 本研究は女子大学小学校教員養成課程における理科学習
カリキュラムについて検討することが目的である。そのた
めに表 9 を作成した。 
表９ A 女子大学の理科カリキュラム 
 
 
 教科理科Ⅰは入学してくる学生が高校で生物を履修して
くる学生が多いことや，理科に苦手意識を持っている学生
が多いことを考慮して，生物・地学の内容である B 区分か
ら授業を構成している。教科理科Ⅱは物理・化学関係であ
る A 区分で授業を構成しているが，物理・化学を履修して
いない学生や理科に苦手意識をもっている学生が多いこと
を考慮してものづくりやカルメ焼きなどを含む授業内容に
して，興味や関心を失わないように配慮してある（図 1）。
理科指導法では，板書の仕方や発問の仕方，観察，実験の
到達目標 確認指標例 項目例 確認の手立て
・各種の社会科授業理論と社会
科カリキュラム論の関係につい
て説明できる。
ペーパーテスト
・中学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する
ペーパーテスト
・社会科教育の理念と民主主義
社会における社会科の意義を
理解する。
ペーパーテスト
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，社会科に関する指導
案を作成できる。
（指導案の作成）
・図書館やインターネットを利用
して様々な情報を集めることが
できる。
・様々な社会事象に興味・関心
をもつことができる。
グループ討議・レ
ポート
・自らの社会事象に対する興
味・関心を高め，追求するため
に課題を設定することができ
る。
・社会事象について調査・研究
を進めるための方法や技能を身
につける。
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
グループ討議・レ
ポート・発表会
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
指導案作成
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教材となりうる社会事
象に対して興味・関心
をもち，主体的に調
査・研究を進めること
ができる。
社会事象に対して興味・関心を
もとうとし，自ら主体的に深め，
追求しようとする態度が見られ
るか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
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 指導の仕方，安全面への配慮などの具体的な理科指導の在
り方を講義や模擬授業をとおして学べるようになっている。
理科演習では，学び続ける教師になっていくために，学生
自身が教材を開発したり授業づくりをしたりして，まとめ，
発表する内容になっていてその成果は毎年製本して学生同
士が共有できるようになっている（図 2）。このような流れ
は，まず小学校理科の知識・理解を深めたり観察，実験の
技能を身につけたりし，次に理科の指導法を身につけ，さ
らに学び続ける教師となるための資質を身につける流れに
なっているので，理科を教えることができる小学校教員を
養成するカリキュラムになっているものと考えられる。 
 
 
図１ 学生が授業で作ったミョウバンの結晶 
   
図２ 学生が作成した「実験のネタとコツ」集 
 
６．まとめと今後の課題 
 A 女子大学の理科学習カリキュラムは理科を教えること
ができる小学校教員を養成するカリキュラムといえる。ま
た，そのカリキュラムは入学してくる学生の高校までの理
科の履修状況を十分に配慮したものであるといえる。しか
し，それぞれの授業の実際の 15 回の授業のうち，どの授業
がどの項目に相当するかということはまだ十分に明らかに
されていない。また，履修したことが十分に習得されてい
るかどうかを確認する手立てはまだ確立されていない。今
後は，これらのことを研究し，より良いカリキュラムに改
善していきたいと考えている。
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表７ 東京学芸大の提案する社会科の到達目標， 
確認指標と項目例（一部） 
 
 表 7と資料 1から，この提案では社会科の特有な内容を
項目例として加え，より具体化されていることが特徴であ
るといえる。また，この提案は教師としての知識や技能だ
けではなく，社会科に対する「興味・関心」などの態度も
含んでいることが他の提案と大きな違いである。但し，こ
の提案は中学校の社会科教員を養成するためのモデルカリ
キュラムであることに留意しなければならない。 
 
(3) A女子大学の理科カリキュラムの到達目標の検討 
 本研究では，東京学芸大学の提案した表を参考にして到
達目標，確認指標，項目例の作成を試みた。作成するにあ
たっては，まず到達目標については東京学芸大の提案した
ものを踏襲した。つまり，中央教育審議会の提案したもの
に加えて学び続ける教師として必要な教科への「興味・関
心」などの態度も含めた。しかし，東京学芸大の提案した
ものは，到達目標や確認指標の文言に教科レベルのものと，
全教科にまたがるものとが混在している。そこで，今回開
発したものは，到達目標と確認指標においては全教科にま
たがるレベルで記述し，項目例で理科の特色をだすように
した。今回開発した理科の到達目標，確認指標例，項目例
の一部を表 8に，全体を資料 2に示す。 
 さらに，本学における理科カリキュラムを検討するため
に，項目例の右にその項目が取り扱われている授業科目名
を記入した。 
 表 8 と資料Ⅱから，到達目標の全てが教科理科Ⅰ，教科
理科Ⅱ，理科指導法，理科演習でカバーされていることが
わかる。また，複数の授業でカバーしているものもあり，
スパイラル状にカリキュラムが発展していることもわか
る。 
表８ A女子大学の理科の到達目標，確認指標と項目例 
                                            （一部） 
到達目標 確認指標例 理科の項目例 主な授業との関連
・系統学習と問題解決型学習に
ついて説明できる。
理科指導法
・小学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科指導法，
・日常生活でおきる自然の事
物・現象と小学校理科で学ぶ内
容との関係を理解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，理科授業の指導案を
作成できる。
理科指導法
・実験・観察を行ったり，図書館
やインターネットを利用したりし
て様々な情報を集めることがで
きる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・様々な自然の事物・現象に興
味・関心をもつことができる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・自ら自然の事物・現象に対す
る興味・関心を高め，追究する
ために課題を設定することがで
きる。
理科演習
・自然の事物・現象について調
査・研究を進めるための方法や
技能を身につける。
理科演習
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
理科演習
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
理科演習
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教材となりうる事象に
対して興味・関心をも
ち，主体的に調査・研
究を進めることができ
る。
教材になしうる事象に対して興
味・関心をもとうとし，自ら主体
的に深め，追求しようとする態
度が見られるか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
 
 
５．考察 
 本研究は女子大学小学校教員養成課程における理科学習
カリキュラムについて検討することが目的である。そのた
めに表 9を作成した。 
表９ A女子大学の理科カリキュラム 
 
 
 教科理科Ⅰは入学してくる学生が高校で生物を履修して
くる学生が多いことや，理科に苦手意識を持っている学生
が多いことを考慮して，生物・地学の内容である B区分か
ら授業を構成している。教科理科Ⅱは物理・化学関係であ
る A区分で授業を構成しているが，物理・化学を履修して
いない学生や理科に苦手意識をもっている学生が多いこと
を考慮してものづくりやカルメ焼きなどを含む授業内容に
して，興味や関心を失わないように配慮してある（図 1）。
理科指導法では，板書の仕方や発問の仕方，観察，実験の
到達目標 確認指標例 項目例 確認の手立て
・各種の社会科授業理論と社会
科カリキュラム論の関係につい
て説明できる。
ペーパーテスト
・中学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する
ペーパーテスト
・社会科教育の理念と民主主義
社会における社会科の意義を
理解する。
ペーパーテスト
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，社会科に関する指導
案を作成できる。
（指導案の作成）
・図書館やインターネットを利用
して様々な情報を集めることが
できる。
・様々な社会事象に興味・関心
をもつことができる。
グループ討議・レ
ポート
・自らの社会事象に対する興
味・関心を高め，追求するため
に課題を設定することができ
る。
・社会事象について調査・研究
を進めるための方法や技能を身
につける。
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
グループ討議・レ
ポート・発表会
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
指導案作成
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教材となりうる社会事
象に対して興味・関心
をもち，主体的に調
査・研究を進めること
ができる。
社会事象に対して興味・関心を
もとうとし，自ら主体的に深め，
追求しようとする態度が見られ
るか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
 資料１ 東京学芸大の提案する社会科の到達目標，確認 
指標と項目例 
 
 
 
 
 
 
資料２ A 女子大学の理科の到達目標，確認指標と項目例 
 
 
 
 
 
 
 
 
到達目標 確認指標例 項目例 確認の手立て
・各種の社会科授業理論と社会
科カリキュラム論の関係につい
て説明できる。
ペーパーテスト
・中学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する
ペーパーテスト
・社会科教育の理念と民主主義
社会における社会科の意義を
理解する。
ペーパーテスト
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，社会科に関する指導
案を作成できる。
（指導案の作成）
・図書館やインターネットを利用
して様々な情報を集めることが
できる。
・社会諸科学の学術成果につ
いて通じ，その成果を生かした
授業作りができる。
ペーパーテスト・
指導案
・教科書の記述を出発点とし
て，その内容を分析することが
できる。
レポート・指導案
・話題になっている社会事象
を，社会諸科学の成果を応用し
て授業化できる。
レポート・指導案
・数社の教科書を比較し，社会
的・歴史的・地理的・政治的・経
済的事象の解釈の違いと特色
に目を向けることができる。
レポート
・社会科授業を子ども主体にす
るための様々な技術を理解する
ことができる。
模擬授業
・発問などにおける５W1Hの性
質を理解し，授業に活用するこ
とができる。
模擬授業など
・生徒のつまずきがどのような
場面で生じるかを理解すること
ができる。
・地図や年表，各種統計資料な
どから様々なデータを読み取
り，子どもの興味・関心を高めた
り，思考を深めたりすることので
きる選択・提示ができる。
模擬授業
・社会科の基礎的な知識や技
能がなんであるかを理解するこ
とができる。
模擬授業
・様々な社会事象に興味・関心
をもつことができる。
グループ討議・レ
ポート
・自らの社会事象に対する興
味・関心を高め，追求するため
に課題を設定することができ
る。
・社会事象について調査・研究
を進めるための方法や技能を身
につける。
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
グループ討議・レ
ポート・発表会
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
指導案作成
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教科書の内容を十分に理解し，
教科書を介して分かりやすく学
習を組み立てるとともに，子ども
からの質問に的確に応えること
ができる。
基礎的な知識や技能について
反復して教えたり，板書や資料
の提示を分かりやすくするな
ど，基礎学力の定着を図る指導
法を工夫することができるか。
社会事象に対して興味・関心を
もとうとし，自ら主体的に深め，
追求しようとする態度が見られ
るか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
教材となりうる社会事
象に対して興味・関心
をもち，主体的に調
査・研究を進めること
ができる。
板書や発問，的確な話し方など
基本的な授業技術を身に付け
るとともに，子どもの反応を生か
しながら集中力を保った授業を
行うことができるか。
到達目標 確認指標例 理科の項目例 主な授業との関連
・系統学習と問題解決型学習に
ついて説明できる。
理科指導法
・小学校学習指導要領の変遷と
現行指導要領の「目標」「内容」
「内容の取り扱い」について理
解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科指導法
・日常生活でおきる自然の事
物・現象と小学校理科で学ぶ内
容との関係を理解する。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ
・指導案や授業計画案の構造
を理解し，理科授業の指導案を
作成できる。
理科指導法
・実験・観察を行ったり，図書館
やインターネットを利用したりし
て様々な情報を集めることがで
きる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・自然科学の学術成果について
通じ，その成果を生かした授業
作りができる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科指導法
・教科書の記述を出発点とし
て，その内容を分析することが
できる。
理科指導法
・理科の授業における観察・実
験を行う上での安全管理の重
要性について理解し，それを配
慮した授業をすることができる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科指導法
・数社の教科書を比較し，教材
の取扱や観察・実験方法の違
いや特色に目を向けることがで
きる。
理科指導法
・理科授業を子ども主体にする
ための様々な技術（発問や板
書等）を理解することができる。
理科指導法
・生徒の自然の事物・現象につ
いての誤概念ががどのような場
面で生じるかを理解し，それを
生かした授業をすることができ
る。
理科指導法
・観察・実験の結果を比較・関
連づけ・分類・類推をすることを
通して子どもの興味・関心を高
めたり，思考を深めたりすること
のできる教材を選択・提示がで
きる。
理科指導法
・理科の基礎的な知識や技能を
理解し，学年や単元間の関連を
意識することができる。
理科指導法
・様々な自然の事物・現象に興
味・関心をもつことができる。
教科理科Ⅰ，教科理
科Ⅱ，理科演習
・自ら自然の事物・現象に対す
る興味・関心を高め，追究する
ために課題を設定することがで
きる。
理科演習
・自然の事物・現象について調
査・研究を進めるための方法や
技能を身につける。
理科演習
・調査・研究の成果を適切な方
法でまとめ，相手に伝えること
ができる。
理科演習
・調査・研究により得られた結
果を教材化できる。
理科演習
教材となりうる事象に
対して興味・関心をも
ち，主体的に調査・研
究を進めることができ
る。
教材になしうる事象に対して興
味・関心をもとうとし，自ら主体
的に深め，追求しようとする態
度が見られるか。
教科書の内容を理解
しているなど，学習指
導の基本的事項（教
科等の知識や技能な
ど）を身につけてい
る。
板書，話し方，表情な
ど授業を行う上での
基本的な表現力を身
につけている。
子どもの反応や学習
の定着状況に応じ
て，授業計画や学習
形態等を工夫すること
ができる。
自ら主体的に教材研究を行うと
ともに，それを生かした学習指
導案を作成することができる。
教科書の内容を十分に理解し，
教科書を介して分かりやすく学
習を組み立てるとともに，子ども
からの質問に的確に応えること
ができる。
板書や発問，的確な話し方など
基本的な授業技術を身に付け
るとともに，子どもの反応を生か
しながら集中力を保った授業を
行うことができるか。
基礎的な知識や技能について
反復して教えたり，板書や資料
の提示を分かりやすくするな
ど，基礎学力の定着を図る指導
法を工夫することができるか。
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